
2025年度 共立女子大学・短期大学「地域連携プロジェクト」

【 潜在的な観光ニーズに応えるための
｢千代田区怪談お散歩マップONLINE｣プロジェクト 】

代表教員：今井秀和（文芸学部） プロジェクト構成員：谷田貝雅典（文芸学部）
文芸学部・国際学部の学部生・大学院生１５名

【目的】
千代田区内外における、千代田区を対象とした潜在的な観光ニーズに

応えること、また、千代田区に隠された文化的な魅力を広く外部に打ち
出すことを目的としている。学生主体の活動であることから、学部を越
えた学生、大学院生どうしの協力を促し、また、大学と地域とのコミュ
ニケーションを活性化させることも可能とする。
【内容】
令和6年度（2024年度）「千代田学」の成果として、すでに紙媒体で

刊行し、千代田区内外で好評を博している「千代田区怪談お散歩マップ」
の後継プロジェクトとして、お散歩マップのデータを大幅にバージョン
アップさせ、オンラインでの公開を行う。

また、試験的にＡＲ機能を実装し、マップで紹介した妖怪を描いたイラストの一部と記念写真を撮
影できるようになっている。千代田区を代表的する一部の怪談については日本語に加えて英語化も施
すなど、オンラインであることを意識した機能の拡充を行った。

【結果・成果】
オンライン化により、マップ内容の大幅拡充だけでなく、世界中の人々の自宅

からでも、また、携帯端末を持ち歩きながらの実地散策でも、江戸の怪談をテー
マとした千代田区の散策マップを利用可能にすることが可能となった。さらに、
学生どうしの役割分担や協力体制により、学生個々人の得意分野を活かした活動
を展開できた。それぞれの学生が文献調査やフィールドワーク、PCの運用能力な
ど、得意分野に関する知見をもとにした創意工夫を発揮するだけでなく、相互に
情報共有をはかることによって、他の学生の能力も底上げされることとなった。 千代田区怪談お散歩マップONLINE
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